別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：植物防疫費
	事業名: 病害虫総合管理技術推進対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　農政部　農産園芸課　クリーン農業係　電話番号：058-272-1111（内2665）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：4,831千円（前年度予算額：1,301千円）
	要求内容


	１　要求の内容


県内の主要品目(トマト、ほうれんそう、いちご)の難防除病害に対する、化学合成農薬の適正使用と代替技術(生物的、物理的、耕種的防除)体系を組み合わせた総合的病害虫管理技術の開発、体系化を図り、ぎふクリーン農業の推進を図る。
(１)病害虫の総合管理技術の推進対策を実施
　　○化学合成農薬の適正使用

・病原菌の薬剤感受性検定

・防除効果の検討
　　○化学合成農薬の代替技術の開発
・抵抗性品種の探索

・生物農薬、資材等を活用した発病軽減技術
(２)国内・県内への侵入病害虫警戒調査の実施
(３)現地で問題となっている病害虫及び雑草等の効果的防除方法の調査
	２　所要経費


(１)病害虫の総合管理技術の推進対策を実施　　1,280千円
(２) 日本への侵入病害虫警戒調査の実施　　 　   31千円
(３)現地で問題となっている病害虫及び雑草等の効果的防除方法の調査　3,520千円
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,301
	661
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	640

	要求額
	4,831
	671
	0
	0
	0
	0
	3,520
	0
	640

	２月1日時点
査定額
	4,831
	671
	0
	0
	0
	0
	3,520
	0
	640

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県内の主要品目(トマト、ほうれんそう、いちご)の難防除病害に対する、化学合成農薬の適正使用と代替技術(生物的、物理的、耕種的防除)体系を組み合わせた総合的病害虫管理技術の開発、体系化を図り、ぎふクリーン農業の推進を図る。
　また、国内・県内に未侵入の病害虫の警戒調査を行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ぎふクリーン農業登録面積
	0ha
（H10 ）
	12,377ha
（H21  ）
	13,519ha
（H22  ）
	17,367ha
（H23 ）
	13,500
（H25 ）
	129%


○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　トマト（灰色かび病）、いちご（炭そ病）については、室内試験において有効薬剤の選定を行い、効果的な防除対策の検討を行った。ほうれんそう（べと病）では、現地で発生した病原菌のレース検定を行い、薬剤防除と抵抗性品種を組み合わせた防除対策を検討した。
　国内・県内未侵入の病害虫（ﾁﾁｭｳｶｲﾐﾊﾞｴ、ｳﾒ輪紋ｳｲﾙｽ）の警戒調査を実施した。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　県の主要農産物（トマト、ほうれんそう、いちご）の難防除病害について、化学合成農薬の適正使用と代替技術を組み合わせた効率的、効果的な防除対策を進めるための資料となった。
　国内・県内未侵入の病害虫は確認されなかった。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	ぎふクリーン農業の普及推進のためには、農薬の効率的な利用を可能とする総合的病害虫・雑草管理技術の開発が必要である。
国内・県内未侵入病害虫のまん延防止のためには、早期の発見が重要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	ぎふクリーン農業登録面積は順調に増加しており、農薬の効率的な利用も同時に普及していると考えられる。
国内・県内未侵入病害虫は確認されなかった。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	（独）農業・食品産業技術総合研究機構から、新たな病害虫調査実施基準の策定等のための委託事業を受託し、岐阜県におけるより的確な発生予察調査の実施に努めている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　予察情報を効率的に農業者等に伝達するために、インターネット等各種メディアを通じた積極的な情報提供が必要である。
　国内・県内未侵入病害虫の警戒調査は引き続き必要である。

　現地で問題となっている病害虫及び雑草等の効果的防除方法について調査が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　県産農産物の安全性確保と信頼性向上のため、継続的に調査していく必要がある。


